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カメルーン火口湖ガス災害防止の総合対策と人材育成
MAGMATIC FLUID SUPPLY INTO LAKES NYOS AND MONOUN, AND MITIGA-
TION OF NATURAL DISASTERS
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1980年代にニオス・マヌーン湖（カメルーン北西部の火口湖）で発生したガス災害では合計 1800名の人命が失われた．
原因となったガスは湖の深層水に溶解蓄積していたマグマ起源のCO2で，湖水から爆発的に噴き出し，周辺の地域に拡
散し，住民を酸欠死させた．この CO2噴出現象は湖水爆発（Limnic eruption）と呼ばれている．湖水をマグマ，CO2を
マグマに溶存する揮発性成分と見立てれば，湖水爆発はマグマ噴火と類似性が認められる．
両湖での CO2蓄積はガス災害後も継続している．両湖の安全化を図るために 2001年以来，日本，カメルーン，アメ

リカ，フランス，UNDP等の協力によりガス抜き事業（Nyos-Monoun Degassing Project: NMDP）が実施され，2011年時
点でマヌーン湖のガス抜きはほぼ終了した．しかしニオス湖にはまだ最大蓄積時（ガス災害発生直前）の約 70％の CO2
が残存しており，本年からニオス湖でガス抜きシステムの増設が予定されている．CO2発生源であるマグマの寿命は人
間の時間スケールを超えて長く，CO2の湖への供給は長期間に渡り継続する.また今後，CO2供給速度が増加する可能
性も否定できない．以上の事情からニオス湖周辺地域は現在でも居住が禁止されている．
湖水爆発は湖水の継続的な観測と湖水爆発のメカニズム解明により，十分予知可能な現象で，カメルーン政府が湖の

安全宣言を出すに必要な情報を科学的な研究により提供することは可能と考えられる．今回，我々は JICAと JSTとが
共同で開始した「地球規模課題対応国際科学技術協力事業（Science and Technology Research Partnership for Sustainable
Development：SATREPS）」の一つとして、”Magmatic Fluid Supply into Lakes Nyos and Monoun, and Mitigation of Natural
Disasters through Capacity Building in Cameroon”という課題のもと，１）湖水爆発のメカニズム，２）湖水および周辺
土壌・大気の CO2分布，３）地下水の流動，４）CO2-岩石相互作用，５）湖水のリアルタイムモニタリング，６）深層
水溶存 CO2の強制排除，７）火山噴火履歴，８）カメルーン火山列の地球化学等の研究をカメルーン国立地質調査所
（IRGM）と共同で実施し，さらに，研究成果が行政機関に有効に伝わる仕組み作りを支援する．
共同研究の成果に基づき，カメルーン政府がニオス湖地域に安全宣言を出すことにより，被災者が帰還し地域の復興と

開発が進むことが期待される．たとえ安全宣言を出したとしても，湖の周辺の安全を確保するには継続的な観測が必要
である．本課題ではカメルーン国が湖の継続的な観測および研究を実施できるように，共同研究に加え若い世代の人材
育成，研究機材の供与を行う．途上国において災害を防止するにはこのよう取り組みが必要不可欠であると考えられる．
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